
空
を
見
上
げ
よ

（
撮
影
者
：
岸
　
恒
希
）

的
に
真
っ
直
ぐ

（
撮
影
者
：
古
谷
智
希
）

ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ

男
テ
ニ
の
奮
闘
　

（
撮
影
者
：
小
島
悠
滉
）

更
な
る
高
み
へ
の
挑
戦
　

（
撮
影
者
：
猪
又
勇
人
）

議会だよりへの意見を
お待ちしております

第3回（9月）定例月会議

◆議案審議 １面
◆決算審査 ２・３面
◆一般質問 ４・５・６・７面
◆陳情・意見書 ７面
◆審議結果一覧表 ８面
◆第４回（12月）定例月会議日程 ８面

主 な 内 容

末広児童ホームでの読み聞かせ風景市立ほりかわ幼稚園

　
第
３
回
（
９
月
）
定
例
月
会
議
は
、
９
月
19
日
か
ら
10
月
17
日
ま
で
の
29
日
間

の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
定
例
月
会
議
で
は
、
決
算
の
認
定
（
２・
３
面
に
内
容
を
掲
載
）
や
条
例

の
一
部
改
正
な
ど
市
長
提
出
議
案
等
22
件
（
う
ち
、
報
告
３
件
）
の
ほ
か
、
委
員

会
提
出
議
案
１
件
な
ど
を
審
議
し
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
決
算
を
認
定

令
和
４
年
度
決
算
を
認
定

令
和
４
年
度
決
算
を
認
定

令
和
４
年
度
決
算
を
認
定

放
課
後
児
童
ホ
ー
ム
の
入
室
対
象
者
を

小
学
６
年
生
ま
で
拡
大

市
立
ほ
り
か
わ
幼
稚
園
の
公
私
連
携
認
定
こ
ど
も
園

移
行
に
向
け
建
物
を
無
償
譲
渡

議

案

審

議

議
案
第
41
号　
秦
野
市
放
課
後
児
童
ホ

ー
ム
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
こ
と
に
つ
い
て

▼
要
　
旨

　

放
課
後
児
童
ホ
ー
ム
に
入
室
で
き
る

児
童
を
小
学
６
年
生
ま
で
拡
大
す
る
た

め
に
改
正
す
る
も
の
。

　

な
お
、
こ
の
条
例
は
、
令
和
６
年
４

月
１
日
か
ら
施
行
と
す
る
が
、
入
室
の

手
続
き
は
、
施
行
日
前
に
お
い
て
も
可

能
と
す
る
。

▼
付
託
委
員
会

　

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
主
な
質
疑
・
要
望

問　
令
和
６
年
度
以
降
、
放
課
後
児
童

ホ
ー
ム
の
対
象
学
年
を
小
学
４
年
生
か

ら
、
小
学
６
年
生
に
拡
大
す
る
に
当
た

り
参
考
と
し
た
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
つ

議
案
第
43
号　
不
動
産
（
建
物
）
の
無

償
譲
渡
に
つ
い
て

▼
要
　
旨

　

令
和
７
年
４
月
か
ら
、
市
立
ほ
り
か

わ
幼
稚
園
を
※
公
私
連
携
幼
保
連
携
型

認
定
こ
ど
も
園
に
移
行
さ
せ
る
に
当
た

り
、
移
行
後
の
こ
ど
も
園
の
運
営
に
役

立
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
そ
の
建

物
を
相
手
方
が
将
来
設
立
す
る
社
会
福

祉
法
人
に
無
償
譲
渡
す
る
も
の
。

▼
付
託
委
員
会

　

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
主
な
質
疑
・
要
望

問　
建
物
を
事
業
者
へ
引
き
渡
し
た
後

に
、
不
具
合
や
故
障
、
事
故
な
ど
が
生

じ
た
場
合
に
お
け
る
責
任
や
、
引
き
渡

し
前
の
大
規
模
修
繕
な
ど
を
含
め
た
工

事
に
つ
い
て
、
対
応
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
現
状
有ゆ
う
し姿
で
引
き
渡
し
を
す
る
契

約
締
結
を
行
う
た
め
、
引
き
渡
し
後
に

い
て
、
把
握
方
法
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
３
年
度
か
ら
毎
年
度
、
全
児
童
ホ

ー
ム
で
利
用
児
童
の
保
護
者
を
対
象
に

実
施
し
て
い
る
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
い

ず
れ
も
利
用
者
の
４
割
以
上
が
通
年
の

利
用
を
希
望
し
、
夏
休
み
の
期
間
に
つ

い
て
は
、
５
割
以
上
が
希
望
し
た
た
め
、

対
象
学
年
の
拡
大
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

問　
子
ど
も
の
人
口
が
減
少
し
て
い
る

こ
と
に
よ
り
、
児
童
ホ
ー
ム
の
稼
働
率

が
低
い
た
め
、
対
象
学
年
の
拡
大
を
行

う
も
の
と
推
察
す
る
が
、
将
来
的
な
人

材
の
問
題
も
含
め
た
考
え
は
ど
う
か
。

答　
将
来
推
計
で
は
、
間
違
い
な
く
子

ど
も
の
人
数
は
減
少
し
て
い
く
が
、
児

童
ホ
ー
ム
の
利
用
希
望
者
は
増
え
て
い

る
状
況
に
あ
る
。
今
後
数
年
は
こ
の
状

況
が
続
く
と
推
察
し
て
い
る
た
め
、
ニ

不
具
合
な
ど
が
発
生
し
て
も
本
市
に

瑕か
し疵
担
保
責
任
は
な
い
が
、
引
き
渡
し

前
に
お
け
る
建
物
の
不
具
合
な
ど
を
確

認
し
た
上
で
譲
渡
す
る
も
の
で
あ
る
。

要
望　
現
段
階
で
、
園
か
ら
不
具
合
な

ど
の
報
告
は
な
い
と
の
こ
と
だ
が
、
譲

渡
前
に
技
術
者
の
目
で
チ
ェ
ッ
ク
す
る

な
ど
し
て
、
慎
重
に
対
応
し
て
ほ
し
い
。

▼
本
会
議
で
の
反
対
討
論

　

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
の
審
査
結
果
に
関
す

る
説
明
責
任
が
果
た
さ
れ
て
い
な
い
と

考
え
る
た
め
、
反
対
す
る
。

▼
本
会
議
で
の
賛
成
討
論

　

子
育
て
支
援
事
業
を
推
進
す
る
上
で
、

公
私
連
携
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園

を
増
や
し
て
い
く
こ
と
は
不
可
欠
と
考

え
る
た
め
賛
成
す
る
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
多
数
）

ー
ズ
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
支
援
員
の

確
保
に
努
め
て
い
き
た
い
。

要
望　
少
子
化
の
中
に
お
い
て
も
、
今

後
、
子
育
て
支
援
は
必
要
で
あ
る
と
考

え
る
が
、
職
員
の
人
材
難
な
ど
を
十
分

見
据
え
、
健
全
な
児
童
ホ
ー
ム
の
運
営

に
努
め
て
ほ
し
い
。

▼
本
会
議
で
の
賛
成
討
論

　

小
学
５
・
６
年
生
は
、
勉
強
の
難
易

度
が
上
が
る
と
考
え
る
た
め
、
学
習
に

適
し
た
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
を
要
望

し
、
賛
成
す
る
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

　

本
会
議　

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

表紙写真を募集します！
テーマ：秦野の風景、地域の行事など
「はだの議会だより」第 251 号（令
和 6年 2月中旬発行）の表紙写真
を募集します。多くの皆さまの応
募をお待ちしております。
締め切り： 令和６年１月19 日（金）

必着
応募方法：申し込み用紙
と写真データをメール、
郵送または持参
詳しくはこちらから ➡

令和5年（2023年）11月19日（日）
発行：秦野市議会　編集：議会報編集委員会
〒257－8501 神奈川県秦野市桜町一丁目３番２号
☎0463-82-9652

第250号

秦野市議会 こちらからも
アクセスできます

5 月と 11月発行号の表紙写真については、市内県立高等学校写真部の生徒の作品を掲載しています。

～県立秦野総合高等学校　写真メディア部の作品～

※公私連携幼保連携型認定こども園… 法人と自治体が結んだ協定に基づき、市町村から必要な設備の貸付、譲渡などの協力を得て、市町村との連携の下に教育や保育などを行う認
定こども園のこと。

用語解説



森林セラピーの様子

地
場
産
物
の
積
極
的
な
活
用
を

管路耐震化の現場
いきがい型デイサービスの
「いきいき100歳体操」

はだの議会だより 令和 5年（2023 年）11 月19日（日）  第 250 号〘2〙

水 道 事 業 会 計
幹線管路耐震化・更新事業費

について
問　導水管や送水管の基幹管路の耐
震化を進めているとのことだが、進
捗状況と今後の見通しはどのようか。
答　令和４年度の基幹管路の耐震化
率は 49.8％と、はだの上下水道ビ
ジョンにおける計画値の 46.7％を
上回っている。今後の見通しは、計
画の最終年度である12年度末の耐
震化率 61.9％を目指し、着実に整
備を進めていく。▲

本会議での反対討論
　新型感染症の影響もある中で、一
律に消費税を課税しているため、反
対する。

森林資源の活用について
問　全国屈指の森林観光都市を目指
す本市において、森林資源を最大限
活用し、魅力ある取り組みを進めて
いくべきと考えるが、実施状況はど
のようか。
答　令和４年度は、秦野市森林整備
計画を改定し、水源林や里山林の整
備を実施した。また、市民が森林と
触れ合う取り組みとして、森林セラ
ピーを積極的に開催した。今後も持
続可能な森林づくりを推進していく。

安心して妊娠・出産できる
環境づくりについて

問　市民が安心して出産できる環境
を整えることは、重要であると考え
るが、産科有床診療所の開設に向け
た本市の取り組みと産後ケア事業の
拡充はどのようか。
答　産科有床診療所の令和５年 11
月１日の開設に向けて、病床設置許

令和4年度
決算審査

　９月21日の本会議で、令和４年度の「一般会計決算」のほか「国民健康
保険事業」、「介護保険事業」、「後期高齢者医療事業」の３特別会計決算の
認定とともに、企業会計である「水道事業会計」と「公共下水道事業会計」
の剰余金の処分と決算の認定についての各議案を予算決算常任委員会に付
託しました。
　同委員会では、９月26日に総括質疑と歳入の質疑、27日に総務分科会、
28日に文教福祉分科会、29日に環境都市分科会を開催し、令和４年度決
算の審査を慎重に行いました。　　　　　　（以下、質疑などの要旨を掲載）

総 質括 疑
可や施設整備補助など開設事業者へ
の支援を継続して行っている。また、
産後ケア事業については、県外で利
用した場合の助成を開始した。

表丹沢魅力づくり構想の
推進について

問　今後、新東名高速道路の全線開
通といった絶好の機会を生かすため、
表丹沢のブランド化に向けた取り組
みはどのようか。
答　令和４年度には、表丹沢ブラン
ドを象徴する新たなロゴマークであ
る「ＯＭＯＴＡＮ」を発表し、表丹
沢らしい体験を「表丹沢ツーリズ
ム」と銘打ち、新たな価値の創出に
取り組んだ。

物価高騰対策について
問　食料やエネルギー価格を中心と
した商品市場価格の高騰が続く中に
おける、本市の物価高騰対策はどの
ようか。
答　日々の暮らしを守る施策として、
水道料金を減額したほか、地域経済
を守る施策として、プレミアム電子
商品券を発行し、地域経済の活力を
取り戻し、市民生活の支援を行った。

新型コロナウイルス感染症拡大
に対する事業評価について

問　新型コロナウイルス感染症対策
における、本市の総合的な事業評価
はどのようか。

答　ワクチン接種や自宅療養者など
への生活支援についてスピード感を
持って行ったほか、イベント開催の
運用基準を作成するなど、社会経済
活動との両立を見据えた対策をし、
きめ細やかに対応した。

地産地消を生かした食育の
推進について

問　地場産の食材を消費することは
重要であると考えるが、本市の取り
組みや普及状況はどのようか。
答　食で育む元気なはだのを基本理
念に乳幼児から高齢者まで生涯を通
じた食育の取り組みを進めている。
今後も、食の大切さや地場産物の積
極的な活用について、情報発信や普
及啓発を進めていく。

地方交付税について
問　中学校で、牛乳給食から完全給
食に移行したことによる本市の基準
財政需要額の変化はどうか。
答　牛乳給食のままであったとして
も、基準財政需要額の算定に影響を
及ぼさない。

▲

本会議での賛成討論
　動力費の上昇を考慮したはだの上
下水道ビジョンの改定を要望し、賛
成する。▲

採決の結果
　委員会　可決および認定（賛成多数）
　本会議　可決および認定（賛成多数）

公共下水道事業会計
汚水管きょ整備事業について
問　秦野駅南部（今泉）土地区画整
理事業のうち、Ｂ地区の下水道整備
については、順次進められていると
のことだが、住宅が立ち並ぶ区域で
あるＣ地区について、計画や整備の
状況はどのようか。
答　令和４年度は、現況の道路幅員
や道路内への埋設物の状況などを調
査し、整備可能な約 480 メートル
を対象とした汚水管きょの整備に向
けた実施設計を行った。▲

本会議での反対討論
　公共下水道使用料の値上げにより、
生活がさらに苦しくなる人がいるた
め、反対する。▲

本会議での賛成討論

歳入 質疑の

　秦野市浄水管理センターに隣接す
る未利用地の活用について早急に判
断することを要望し、賛成する。▲

採決の結果
　委員会　可決および認定（賛成多数）
　本会議　可決および認定（賛成多数）

国民健康保険事業特別会計

▲

採決の結果
　委員会　認　定（賛成多数）
　本会議　認　定（賛成全員）

後期高齢者医療事業特別会計

▲

採決の結果
　委員会　認　定（賛成多数）
　本会議　認　定（賛成多数）

介護保険事業特別会計
地域介護予防活動支援事業費

について
問　地域における通いの場は、人と
会う機会を作り出し、健康寿命を延
ばすことができる取り組みの一つで
ある。集団による活動のため、新型
感染症の影響があったと考えるが、
コロナ禍が団体活動に及ぼした影響

や、参加人数の推移はどのようか。
答　令和２年度は、多くの団体が一
時的に活動の自粛を余儀なくされ、
利用者数も６割程度まで落ち込んだ
が、住民意識の高まりもあり、４年
度は団体数と利用者数が過去最高の
数値となり、活動に活気が戻ってき
ている。▲

本会議での反対討論
　介護保険制度の改正は、低所得者
が必要な介護サービスを受けられな
い可能性があることから、反対する。▲

採決の結果
　委員会　認　定（賛成多数）
　本会議　認　定（賛成多数）

令和４年度各会計決算額
会 計 区 分 歳　　入 歳　　出

一 般 会 計 580億 1,143万円 550億 3,191万円

水 道 事 業 会 計 29億 8,135万円 30億 5,798万円

公 共 下 水 道 事 業 会 計 52億 5,978万円 53億 7,884万円

国民健康保険事業特別会計 166億 3,778万円 165億 2,165万円

介 護 保 険 事 業 特 別 会 計 135億 5,985万円 132億 8,656万円

後期高齢者医療事業特別会計 27億 880万円 25億 7,182万円

計 991億 5,898万円 958億 4,872万円

※令和３年度に比べると、歳入決算額は19億4,787万円の減（マイナス1.9％）、歳出決算額は12
億円の減（マイナス1.2％）でした。 ※決算額については全て万円未満切り上げ。 ※端数処理の
関係上、各会計決算額を積み上げても合計と合いません。



次世代育成アカデミー政策提言発表会

消
防
団
の
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー

取
り
扱
い
訓
練

民生委員の
継続的活動を

救
命
効
果
の
向
上
を

お
花
見
フ
ェ
ア
の
様
子

食育キャラクター「ボンチーヌ」が伝える
食の大切さ

省エネ家電への積極的な支援を

電子地域通貨視察の様子
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▲

本会議での反対討論
　自主財源比率が県内で比較しても低く、効果的
な対策が講じられていないことや、環境破壊の恐
れがある新東名高速道路の整備を推進しているこ
となどから反対する。▲

本会議での賛成討論
　令和４年度は、新型感染症とロシアのウクライ
ナ侵攻が始まったことによる物価高で厳しい状況
の中、財政調整基金43億 5,000 万円を確保した
ことや、本市へのふるさと納税寄付額が3億9,341
万円と過去最高額となったことは評価できる。
　また、市内４駅周辺にぎわい創造に向けて市民
の声を取り入れた地道な取り組みや、羽根森林資
源活用拠点（仮称）における土地利用構想の策定
に向けて調査、研究し、全国屈指の森林観光都市
の実現に向けてスピード感を持って取り組んでき
たと考える。
　市議会議員選挙後、初めて行われた４年度決算
で出された意見には、市民の声が豊富に含まれて
いると思われるため、市民のことを第一に考え、
誰一人取り残さず、安心安全に暮らせるよう今後
も健全な市政運営に邁進してほしい。▲

採決の結果
　委員会　認　定（賛成多数）
　本会議　認　定（賛成多数）

一 会般 計
総 務 分 科 会
消防団広報事業費について

問　消防団員の減少は、地域防災力
の低下に直接影響してくるため、団
員の確保は長年の課題である。解決
には本市の消防署と消防団で連携を
取り、入団に向けたさまざまな取り
組みが必要と考えるが、どうか。
答　令和４年度は、一部の消防団で
自主的に消防署との合同訓練を実施
した。今後は、消防署員が指導する
訓練を実施し、さらなる連携強化を
図りながら、入団促進に向けた取り
組みを消防団員と一緒に行うことも
検討している。
要望　消防団に対する市民の認識が
低いと感じるため、今後は、団員の
活動に対してやりがいを促すほか、
市民に対して、消防団の必要性を伝
えてほしい。

職員研修費について
問　本市独自の研修として取り組ん
でいる次世代育成アカデミーは、持
続可能な行政に求められる職員を育
成するために行っているが、令和４
年度の実施状況と成果はどうか。
答　「人口減少時代における秦野市
への提言」をテーマに進め、市長を
はじめ３役に、直接政策提言をし、
意見交換を行った。また、傍聴した
99.4％の職員から好評を得ており、

受講者のみならず、職員全体の意識
の醸成が図れたものと考えている。

ＩＣＴ活用の推進について
問　令和４年度から運用を開始した
電子決裁システムについて、ペーパ
ーレス化の推進などの有用性は理解
するが、システム上での決裁となる
ことで、内容が十分にチェックされ
ないリスクも懸念されるため、慎重
に適正な管理をすべきと考えるがど
うか。
答　決裁者の理解を得られるよう十
分に説明することを「秦野市文書等
の取扱いに関する規程」に基づき、
周知している。また、運用マニュア
ルなどをすぐに閲覧できるようにす
るとともに、適正な運用方法につい
て、注意喚起していく。

救急活動業務費について
問　傷病者の救命効果の向上を図る
ため、救急出動は必要不可欠なこと
であるが、令和３年度と比較し、出
動件数が増加している要因はどのよ
うか。
答　出動件数の増加は、高齢化の進
展や新型感染症の感染拡大、緊急性
が低いと思われる傷病者の増加など
を背景としており、今後、しばらく
続くものと考えている。

文教福祉分科会
食育推進事業費について

問　生涯を通じ、健やかな生活を送
るためには、子どもの頃から食の大
切さについて、認識を深めていくこ
とが重要だと考えるが、令和４年度
の食育の推進における取り組みはど
のようか。
答　新型感染症の影響で休止してい
た食育講演会を実施するとともに、
申し込みのあった幼稚園などを対象
に、食育キャラクターを活用した食
育の普及啓発や管理栄養士によるレ
シピを紹介するなど、家庭における
食育の啓発に取り組んだ。

学校業務改善推進事業費に
ついて

問　市内の小・中学校全校に、教職
員ＯＢを中心としたスクール・サポ
ート・スタッフを 26人配置するこ
とで、教職員の多忙化解消や負担軽
減に努めたが、学校現場における効
果と、配置するに当たって配慮した
点はどのようか。
答　各種資料の作成などをスタッフ
に頼むことで教職員の負担は軽減し、
時間外在校等時間もコロナ禍前の令
和元年度と比較すると減少した。ま
た、配置に当たっては、これまでの
経験などを十分考慮し、学校の要望
に耳を傾け、効果的となるよう努め
た。

民生委員児童委員協議会活動
経費について

問　民生委員は、地域の実情に精通
し、信頼できる人を選出すべきと考
えるため、自治会などの協力が不可
欠である。令和４年に行われた３年
に一度の一斉改選に向けた取り組み
はどうか。
答　民生委員の任期終盤に行ってい
るアンケート結果を基に、市から民
生委員に依頼する業務を削減し、負
担軽減を図るとともに、活動内容な
どを掲載して広
報はだの特集号
の発行や秦野駅
などでデジタル
サイネージを活
用した、民生委
員活動のＰＲを
行った。

桜土手古墳公園・はだの歴史
博物館管理運営費について

問　令和２年 11月にリニューアル
した「はだの歴史博物館」は、さま
ざまな企画展示や講座を開催し、桜
土手古墳公園や周辺のにぎわい創造
のため、イベントの開催も行ったが、
４年度における具体的な取り組みと
効果はどのようか。
答　大河ドラマに関連して鎌倉時代
の秦野などをテーマにした企画展を
開催したほか、桜の開花時期に合わ
せたお花見フェアでは、キッチンカ
ーが出店し、家族連れなどの来場者
が増え、にぎわいや知名度向上に一
定の効果があったものと捉えている。

環 境 都 市 分 科 会
省エネ家電製品買換え促進事業費について
問　国の交付
金を活用する
ことで、家庭
における省エ
ネ性能に優れ
た家電への買
い換えを支援
し、市民生活
の負担軽減を
するとともに、
二酸化炭素排出量の削減に取り組んだが、本事業
の総括と今後の展開はどうか。
答　環境面や経済面の数値的な効果のほか、個人
販売店の利用が２割を占め、地域の支えとして、
また、見守り機能としての役割を担っていること
が分かった。今後も、市民のライフスタイルの転
換に寄与する取り組みを検討したい。
要望　個人販売店の見守り機能や、役割といった
新たな気付きを踏まえ、副次的な効果にもつなが
る取り組みを検討してほしい。

商業デジタル化推進事業費について
問　令和４年度は、電子地域通貨導入に向けて、
事業者や市民団体を中心とした懇話会を設置した

ほか、懇話会委員と
先行導入都市の視察
を行い、議論を重ね
るなど、検討を始め
たとのことであるが、
導入に向けた今後の
課題はどうか。
答　スマートフォン
の操作に不慣れな人への対応やチャージ方法の利
便性向上、買い物できる登録店舗数や種類の充実
に課題があると捉えており、先進事例を研究しな
がら対応できるよう検討を進めていく。
要望　電子地域通貨の導入は、地域の活性化につ
ながる取り組みであると期待しているため、利用
者にとって使い勝手がよく、事業者にもメリット
のあるものとなるよう推進してほしい。

乗合バス維持確保事業費について
問　公共交通事業者の運転士不足については、深
刻な課題として報道されており、路線バス事業者
における厳しい経営環境も続いているが、令和４
年度における乗合バスの路線を維持するための支
援はどのようか。
答　運行経費の一部を補助したほか、バス折り返
し場の土地を確保するための支援や、事業者と連
携してバスを身近に感じられる体験型の見学会な
どを実施した。引き続き、路線維持のための支援
を行っていく。

討 論

総務分科会…政策部・総務部・くらし安心部・文化スポーツ部・消防本部・会計課・議会局・選挙管理委員会事務局
文教福祉分科会…福祉部・こども健康部・教育委員会
環境都市分科会…環境産業部・都市部・建設部・上下水道局・農業委員会事務局

分科会の所管部局について



はだの議会だより 令和 5年（2023 年）11 月19日（日）  第 250 号〘4〙

会派の表記について …「創和会・市民クラブ」は、略称として「創和・市民」、「ともにつくる秦野」は、略称として「ともにつくる」と表記しています。

にぎわい創造検討懇話会

各年齢層にマッチした防災情報の提供を
（高齢者などを対象とした「やさしい防災講座」）

不登校児童・生徒の支援を行っている
はだのＥ－Ｌａｂ

と
も
に
つ
く
る　
　
古
木　
勝
久

一　
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
地
域
医
療
体
制

に
つ
い
て　

問　
秦
野
赤
十
字
病
院
で
は
既
に
47
床

の
急
性
期
病
床
を
回
復
期
病
床
に
転
換

し
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
急
性
期
病
床

の
確
保
は
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

昨
今
の
医
療
提
供
体
制
を
考
慮
し
、
病

院
の
見
解
を
改
め
て
も
ら
う
よ
う
に
、

促
す
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
か
。

答　
令
和
７
年
に
は
、
少
子
高
齢
化
の

ほ
か
、
団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上
に
な

り
、
地
域
包
括
ケ
ア
病
床
を
拡
充
し
た

も
の
で
あ
る
。
今
後
も
市
民
が
安
心
で

き
る
医
療
が
提
供
で
き
る
よ
う
、
湘
南

西
部
地
区
保
健
医
療
福
祉
推
進
会
議
で

の
協
議
内
容
を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

要
望　
コ
ロ
ナ
禍
で
は
命
の
危
機
に
直

と
も
に
つ
く
る　
　
桑
原　
昌
之

一　
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り

に
つ
い
て

問　
地
域
の
公
共
財
と
し
て
の
学
校
の

役
割
に
つ
い
て
考
え
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
導

入
し
、
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く

り
、
学
校
を
核
と
し
た
地
域
づ
く
り
の

実
現
を
目
指
し
て
い
る
。

二　
い
じ
め
・
不
登
校
対
策
に
つ
い
て

問　
い
じ
め
や
不
登
校
の
認
知
件
数
は

増
加
し
て
お
り
、
子
ど
も
の
た
め
の
対

策
が
必
要
だ
と
思
う
が
、
本
市
の
取
り

組
み
は
ど
う
か
。

答　
い
じ
め
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

に
お
け
る
人
間
関
係
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど

の
事
案
が
増
え
て
い
る
た
め
、
「
Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ
ワ
ー
ク
ブ
ッ
ク
は
だ
の
」
を
活
用

し
、
啓
発
な
ど
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、

不
登
校
児
童
・
生
徒
へ
の
対
策
と
し
て

は
、
新
た
に
「
は
だ
の
Ｅ
│
Ｌ
ａ
ｂ
」

を
開
設
し
、
支
援
体
制
の
強
化
を
図
っ

て
い
る
。
学
校
が
魅
力
的
な
場
所
で
あ

る
こ
と
が
い
じ
め
・
不
登
校
の
未
然
防

止
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

三　
学
力
向
上
の
推
進
に
つ
い
て

問　
教
職
員
が
、
自
ら
の
個
性
を
生
か

し
、
教
育
に
取
り
組
む
こ
と
が
何
よ
り

面
し
て
い
る
人
に
は
、
年
齢
に
関
係
な

く
救
急
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
全

国
的
に
も
急
性
期
病
床
の
在
り
方
の
見

直
し
の
動
き
が
あ
る
。
湘
南
西
部
地
区

保
健
医
療
福
祉
推
進
会
議
の
協
議
内
容

を
注
視
し
て
い
く
の
で
は
な
く
、
本
市

の
状
況
を
伝
え
て
ほ
し
い
。

二　
震
生
湖
周
辺
整
備
に
つ
い
て

問　
寺
田
寅
彦
は
震
生
湖
を
広
く
伝
え

た
人
で
あ
る
。
句
碑
の
説
明
と
学
術
的

な
功
績
を
湖
畔
に
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

答　
解
説
板
は
な
い
が
、
二
次
元
コ
ー

ド
を
貼
っ
て
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

問　
解
説
で
は
な
く
、
震
生
湖
が
今
の

国
登
録
記
念
物
に
至
っ
た
礎
を
築
い
た

寺
田
寅
彦
を
顕
彰
す
る
こ
と
は
意
味
が

あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
所
管
課
と
し
て
は
、
い
ろ
い
ろ
と

整
理
し
て
考
え
て
い
き
た
い
。

創
和
・
市
民　
　
　
福
森　
真
司

一　
防
災
・
減
災
対
策
に
つ
い
て

問　
激
甚
化
・
頻
発
化
す
る
豪
雨
災
害

に
対
し
て
の
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
総
合
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
の
機
能

強
化
な
ど
に
努
め
周
知
啓
発
を
行
う
と

と
も
に
、
高
齢
者
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
操
作
が
苦
手
な
人
を
対
象
と
し
た

「
や
さ
し
い
防
災
講
座
」
を
開
催
し
、

迅
速
な
情
報
提
供
に
つ
な
が
る
よ
う
努

め
、
民
間
事
業
者
か
ら
の
応
援
体
制
を

図
る
た
め
、
災
害
時
応
援
協
定
の
締
結

に
も
取
り
組
む
。

要
望　
い
つ
来
て
も
お
か
し
く
な
い
災

害
に
備
え
、
産
・
官
・
民
の
連
携
構
築

に
努
め
る
と
と
も
に
、
防
災
意
識
を
高

め
る
た
め
、
各
年
齢
層
、
オ
ー
ル
ジ
ェ

ン
ダ
ー
に
マ
ッ
チ
し
た
防
災
情
報
の
提

供
に
努
め
て
ほ
し
い
。

二　
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
実
現
に

向
け
た
市
内
事
業
者
の
取
組
に
つ
い
て

問　
は
だ
の
脱
炭
素
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

の
運
営
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
本
市
が
実
施
し
て
い
る
浄
水
管
理

セ
ン
タ
ー
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
診
断
の
背

景
や
目
的
、
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
事

例
発
表
を
は
じ
め
、
人
ご
と
か
ら
自
分

ご
と
に
意
識
、
行
動
の
転
換
に
つ
な
が

る
よ
う
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
・
パ
ー
ト
ナ
ー

と
の
協
議
を
踏
ま
え
脱
炭
素
セ
ミ
ナ
ー

な
ど
の
開
催
に
積
極
的
に
取
り
組
む
。

志　
政　
会　
　
　
高
橋　
文
雄

一　
関
東
大
震
災
１
０
０
年
を
経
過
し

て
の
防
災
対
策
に
つ
い
て

問　
現
在
の
震
度
７
相
当
に
値
す
る
関

東
大
震
災
は
、
市
内
に
お
い
て
も
、
死

者
１
７
１
人
、
行
方
不
明
者
10
人
、
家

屋
全
壊
１
４
９
０
棟
、
半
壊
２
６
４
０

棟
、
全
焼
２
３
３
棟
な
ど
大
き
な
被
害

を
与
え
た
。
災
害
を
風
化
さ
せ
な
い
た

要
望　
地
域
を
支
え
る
企
業
は
こ
れ
ま

で
自
助
努
力
で
頑
張
っ
て
お
り
、
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
へ
の
取
り
組
み
が
中
小
企
業

の
経
営
を
圧
迫
さ
せ
な
い
た
め
に
も
、

み
ん
な
ご
と
と
し
て
捉
え
、
こ
の
機
会

に
情
報
共
有
を
し
、
参
考
と
な
る
取
り

組
み
と
な
る
よ
う
努
め
て
ほ
し
い
。

め
に
も
、
市
民
に
向
け
た
防
災
対
策
が

必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
市
民
の
防
災
意
識
の
向
上
を
図
る

た
め
、
防
災
講
演
会
を
開
催
し
、
総
合

防
災
訓
練
で
は
心
肺
蘇
生
訓
練
な
ど
を

行
い
、
地
域
防
災
力
の
強
化
に
努
め
た
。

今
後
も
、
命
を
守
る
行
動
を
引
き
継
ぐ

よ
う
、
防
災
対
策
を
推
進
し
て
い
く
。

二　
秦
野
駅
北
口
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て

問　
秦
野
駅
北
口
周
辺
ま
ち
づ
く
り
策

定
ビ
ジ
ョ
ン
の
①
経
過
と
進
捗
状
況
は
、

②
対
象
区
域
や
ゾ
ー
ン
設
定
の
考
え
は
、

ど
の
よ
う
か
。

答　
①
市
内
４
駅
の
特
性
を
生
か
す
た

め
、
キ
ッ
ク
オ
フ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開

催
し
、
学
生
な
ど
で
組
織
し
た
に
ぎ
わ

い
創
造
検
討
懇
話
会
で
は
、
実
現
に
向

け
た
可
能
性
な
ど
を
協
議
し
て
き
た
。

ま
た
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
の
意

公的病院への支援を
（写真は、秦野赤十字病院）

志　
政　
会　
　
　
今
井　
　
実

一　
自
治
会
加
入
と
協
働
の
在
り
方
に

つ
い
て

問　
自
治
会
役
員
の
負
担
軽
減
に
向
け

た
自
治
会
活
動
の
相
談
や
要
望
な
ど
の

窓
口
の
一
本
化
に
つ
い
て
、
見
解
は
ど

の
よ
う
か
。

答　
可
能
な
限
り
市
民
活
動
支
援
課
で

対
応
し
て
い
る
が
、
相
談
内
容
に
応
じ

て
関
係
部
署
と
連
携
し
、
丁
寧
な
対
応

に
努
め
る
。

二　
防
災
訓
練
の
在
り
方
に
つ
い
て

問　
毎
年
恒
例
の
事
業
と
し
て
形
骸
化

し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
す
る

が
、
防
災
訓
練
の
在
り
方
に
つ
い
て
、

今
後
の
考
え
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
市
民
の
危
機
意
識
を
低
下
さ
せ
ず
、

さ
ま
ざ
ま
な
災
害
の
実
情
や
地
域
特
性

を
踏
ま
え
な
が
ら
、
多
様
化
す
る
災
害

に
対
し
て
、
実
践
的
か
つ
緊
張
感
を
持

っ
た
訓
練
の
在
り
方
を
検
討
す
る
と
と 

も
に
、
市
民
へ
の
広
報
に
努
め
る
。

三　
宮
永
岳
彦
記
念
美
術
館
の
利
活
用

に
つ
い
て

問　
宮
永
岳
彦
記
念
美
術
館
の
運
営
状

況
は
赤
字
で
あ
り
、
施
設
の
適
正
配
置

を
含
め
た
検
討
を
行
う
べ
き
と
考
え
る

が
、
現
在
の
場
所
で
運
営
す
る
理
由
は

ど
の
よ
う
か
。

答　
作
品
を
常
時
展
示
す
る
寄
付
条
件

に
基
づ
き
、
交
通
利
便
性
や
土
地
形
状

な
ど
か
ら
現
在
の
場
所
に
建
設
し
た
。

今
後
の
運
営
に
当
た
り
、
自
主
事
業
な

ど
で
集
客
に
努
め
、
記
念
品
の
開
発
な

ど
で
自
主
財
源
の
確
保
に
努
め
る
。

要
望　
美
術
館
の
機
能
や
観
覧
者
数
の

改
善
を
検
討
し
つ
つ
街
全
体
の
発
展
に

つ
な
げ
る
視
点
を
取
り
入
れ
て
ほ
し
い
。

議長公務（９月～11月）
議長の主な公務についてお知らせします。
より詳細な公務日程については、市議会ホーム
ページでも公開しています。

横山　むらさき 議長
○９月
  23日(土) ～ 24日(日)
   第76回秦野たばこ祭開会式、オープニングパレ

ード、交流会（副議長同席）
○10月
  １ 日(日) 第56回伊勢原観光道灌まつり交流会（副議長代理出席）
 15日(日) 美・緑なかいフェスティバル2023
 22日(日） 秦野茶道協会文化祭茶会
 23日(月) 神奈川県市議会議長会　正副議長研修会
   第211回神奈川県市議会議長会定例会(副議長同席)
 25日(水) ～ 26日(木)
   第18回全国市議会議長会研究フォーラムin北九州
 29日(日) 第56回秦野市社会福祉大会及び第21回秦野市

保健福祉センターフェスティバル
   第53回秦野市展写真の部表彰式
   第36回南地区ふれあいまつり(副議長代理出席)
 31日(火) 第40回全国削ろう会秦野大会招致・実行委員会

設立総会及び第１回実行委員会
○11月
  ３ 日(金) 第44回秦野市市民の日　開会式
   令和５年度秦野市功労者等表彰式
  ５ 日(日) 第53回秦野市展書道の部表彰式
 10日(金) ～ 11日(土)
   第28回全国報徳サミット御殿場市大会
 12日(日) 第14回秦野市親子川柳大会
 15日(水) 令和５年度建設業安全大会(副議長代理出席)
 18日(土) 第45回秦野市交通・防犯市民のつどい

見
な
ど
を
踏
ま
え
、
内
容
を
再
検
討
し

て
い
く
。
②
拡
幅
事
業
の
影
響
が
大
き

く
将
来
に
向
け
た
変
化
を
生
み
出
す
こ

と
に
重
点
を
置
き
、
範
囲
を
設
定
し
た
。

意
見　
市
を
挙
げ
名
水
百
選
第
１
位
、

お
い
し
い
秦
野
の
水
を
最
大
の
テ
ー
マ

に
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
べ
き
で
あ
る
。

　

ほ
か
、
市
の
花
・
な
で
し
こ
に
つ
い

て
質
問
し
た
。

も
大
切
だ
と
考
え
る
が
、
「
新
た
な
学

び
の
ス
タ
イ
ル
」
へ
の
課
題
を
ど
の
よ

う
に
捉
え
て
い
る
か
。

答　
働
き
方
改
革
を
進
め
、
教
職
員
が

主
体
的
に
取
り
組
む
た
め
の
時
間
を
確

保
し
、
学
ぶ
こ
と
は
進
化
す
る
と
い
う

視
点
で
、
新
た
な
学
力
観
や
今
求
め
ら

れ
る
児
童
・
生
徒
の
学
び
の
姿
に
つ
い

て
、
教
職
員
の
意
識
改
革
を
さ
ら
に
進

め
る
必
要
が
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。

　一般質問は、10月10日、11日、12日の３
日間行われ、18人の議員が登壇しました。
　一般質問は、４面から７面に掲載していま
す。（質問者の文責により、質問と答弁の要
旨を掲載）
　なお、各議員の記事にある二次元コードを
読み込むと、一般質問の動画を視聴できます。
（通信費は利用者の負担となります。）

一 般 質 問
市
民
の
安
全・安
心
に
向
け
総
合
防
災

情
報
シ
ス
テ
ム
の
有
効
活
用
で
防
災・減
災
対
策
を

早
急
に
秦
野
駅
北
口

ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
を
明
確
に
せ
よ

児
童
生
徒
・
保
護
者
・
教
職
員
・

地
域
住
民
と
共
に
学
校
づ
く
り
を

地
域
の
こ
と
は
地
域
で
決
め
ら
れ
る

医
療
提
供
体
制
の
強
化
と
充
実
を

街
全
体
の
に
ぎ
わ
い
に
資
す
る

宮
永
岳
彦
記
念
美
術
館
の
利
活
用
を

宮永岳彦記念美術館
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志　
政　
会　
　
　
相
原　
　
學　

一　

羽
根
森
林
資
源
活
用
拠
点
（
仮

称
）
に
つ
い
て

問　
令
和
５
年
２
月
に
土
地
利
用
構
想

が
策
定
さ
れ
た
が
、
策
定
に
当
た
っ
て

留
意
し
た
点
や
、
地
元
か
ら
の
意
見
の

反
映
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
構
想
の
方
向
性
を
定
め
る
た
め
、

北
地
区
の
自
治
会
や
里
山
保
全
団
体
な

ど
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
、
多
く
の

意
見
や
感
想
を
得
て
、
核
と
な
る
製
材

加
工
施
設
や
小
規
模
バ
イ
オ
マ
ス
施
設

の
ほ
か
、
地
場
産
物
の
直
売
コ
ー
ナ
ー

や
地
産
地
消
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
想
定
さ

れ
る
土
地
利
用
構
想
を
盛
り
込
ん
だ
。

無　
所　
属　
　
　
伊
藤　
大
輔　

一　
財
政
に
つ
い
て

問　
過
去
30
年
間
の
※
普
通
建
設
事
業

費
と
義
務
的
経
費
の
推
移
を
見
る
と
、

ハ
ー
ド
か
ら
ソ
フ
ト
へ
の
移
行
が
い
や

応
な
く
行
わ
れ
て
き
た
。
義
務
的
経
費

が
増
加
し
て
い
る
要
因
は
何
か
。

答　
生
活
保
護
費
な
ど
の
扶
助
費
の
増

加
が
要
因
で
あ
る
と
考
え
る
。

問　
普
通
建
設
事
業
費
は
減
少
し
て
い

る
が
、
そ
の
要
因
と
背
景
は
何
か
。

問　
５
年
度
は
構
想
を
具
現
化
す
る
た

め
、
土
地
利
用
計
画
の
策
定
を
進
め
て

い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
課
題
に
つ
い
て

は
ど
の
よ
う
か
。

答　
課
題
は
大
き
く
４
つ
あ
り
、
①
計

画
地
が
市
街
化
調
整
区
域
に
あ
る
こ
と
、

②
北
側
の
斜
面
地
が
土
砂
災
害
特
別
警

戒
区
域
で
あ
る
こ
と
、
③
表
丹
沢
エ
リ

ア
周
辺
施
設
と
の
連
携
、
造
成
工
事
な

ど
に
よ
る
周
辺
へ
の
騒
音
、
振
動
の
検

証
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
④
業
務
ス
キ

ー
ム
や
費
用
対
効
果
の
検
証
が
必
要
で

あ
り
、
こ
れ
ら
の
課
題
解
決
に
向
け
た

方
法
を
検
討
中
で
あ
る
。

二　
産
業
利
用
促
進
ゾ
ー
ン
の
進
捗
状

無　
所　
属　
　
　
石
川　
　
潤

一　
学
校
給
食
費
の
無
償
化
に
つ
い
て

問　
学
校
給
食
費
に
か
か
る
保
護
者
の

負
担
は
、
年
間
約
10
万
円
で
あ
り
、
近

隣
の
自
治
体
に
は
、
無
償
化
を
実
施
し

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
本
市
も
無
償

に
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
無
償
化
を
実
施
し
た
場
合
、
試
算

で
は
、
年
間
約
５
億
７
千
万
円
が
必
要

で
あ
り
、
さ
ら
に
、
物
価
上
昇
分
を
見

込
む
と
追
加
で
６
千
万
円
が
必
要
と
な

る
。
現
時
点
で
は
、
無
償
化
は
検
討
し

て
い
な
い
。

二　
小
児
医
療
費
助
成
制
度
の
対
象
拡

大
に
つ
い
て

問　
県
内
に
お
い
て
も
対
象
を
高
校
生

ま
で
拡
大
す
る
自
治
体
が
増
え
て
き
て

お
り
、
本
市
で
も
同
様
の
声
が
多
く
聞

か
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
が
、
考
え

は
ど
の
よ
う
か
。

答　
助
成
額
は
、
試
算
で
約
７
８
０
０

万
円
と
な
り
、
今
後
、
子
育
て
支
援
に

つ
い
て
総
合
的
に
判
断
し
な
が
ら
検
討

し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
全
国
一
律
の

制
度
と
し
て
実
施
す
る
こ
と
が
望
ま
し

羽根森林資源活用拠点（仮称）の
上空写真

子育て世帯へのさらなる支援を

東海大学とのさらなる連携を

移動式粉末消火設備

過去30年間の普通建設事業費と
義務的経費の推移

※ブックスタート事業… 絵本をきっかけに、赤ちゃんと家族のふれあいを応援する取り組みであり、本市においては絵本をプレゼントするとともに、ボランティアの協力により、個別
の読み聞かせを行っている。

※普通建設事業費…道路・橋りょう・学校・庁舎など公共または公共施設の新増設などの建設事業に要する経費。

用語解説

無　
所　
属　
　
　
原　
　
　
聡

一　
立
体
駐
車
場
で
の
火
災
対
策
に
つ

い
て

問　
厚
木
市
の
立
体
駐
車
場
で
１
５
２

台
の
車
が
焼
損
し
た
火
災
に
お
い
て
初

期
消
火
に
利
用
さ
れ
な
か
っ
た
移
動
式

粉
末
消
火
設
備
の
操
作
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
空
気
を
遮
断
し
燃
焼
の
連
鎖
反
応

を
中
断
さ
せ
る
消
火
薬
剤
で
①
扉
を
開

け
て
加
圧
ガ
ス
容
器
の
バ
ル
ブ
を
左
に

回
し
②
放
出
弁
を
下
に
向
け
③
2
㍍
ホ

ー
ス
を
伸
ば
し
て
ノ
ズ
ル
バ
ル
ブ
を
全

開
に
し
て
消
火
す
る
。
通
常
の
消
火
器

と
は
異
な
る
工
程
と
な
る
。

要
望　
事
業
所
へ
の
立
ち
入
り
検
査
や

消
防
訓
練
指
導
を
推
進
し
て
ほ
し
い
。

二　
図
書
館
の
活
用
に
つ
い
て

問　
※
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
の
現
状

は
ど
の
よ
う
か
。

答　
開
始
か
ら
16
年
目
と
な
り
、
通
算

１
万
５
千
人
の
赤
ち
ゃ
ん
と
そ
の
家
族

に
絵
本
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど
を
行
っ
た
。

要
望　
こ
の
事
業
の
効
果
を
検
証
す
る

た
め
、
４
か
月
、
１
歳
半
で
の
健
康
診

査
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
な
ど
図

書
館
の
存
在
を
強
調
し
て
ほ
し
い
。
そ

の
際
に
図
書
館
利
用
者
カ
ー
ド
へ
の
登

録
も
推
進
し
て
ほ
し
い
。

問　
小
・
中
学
校
の
学
校
図
書
館
な
ど

で
の
読
書
推
進
活
動
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
朝
読
書
は
小
学
校
で
全
校
、
中
学

校
で
も
実
施
校
が
増
え
て
い
る
。
ま
た

９
月
か
ら
秦
野
市
立
図
書
館
と
連
携
し

て
電
子
書
籍
の
試
行
を
市
内
の
小
・
中

学
校
で
モ
デ
ル
的
に
実
施
し
て
い
る
。

要
望　
学
校
図
書
館
図
書
標
準
を
恐
れ

ず
、
新
し
い
図
書
の
導
入
の
た
め
の
廃

棄
も
視
野
に
読
書
環
境
の
充
実
を
願
う
。

創
和
・
市
民　
　
小
山
田　
良
弘

一　
秦
野
丹
沢
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
周
辺
整
備
に
つ
い
て

問　
戸
川
土
地
区
画
整
理
事
業
の
現
状

や
、
今
後
の
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
権
利
者
の
３
分
の
２
以
上
の
同
意

が
得
ら
れ
た
た
め
、
県
に
組
合
設
立
認

可
申
請
を
行
い
、
令
和
５
年
度
末
の
市

街
化
区
域
編
入
と
組
合
設
立
を
目
指
し

て
い
る
。

問　
市
道
51
号
線
の
歩
道
は
１
・
４
㍍

で
通
学
に
危
険
な
状
態
で
あ
る
。
計
画

で
は
両
側
３
㍍
の
歩
道
だ
が
企
業
の
出

入
口
の
な
い
西
側
を
４
㍍
と
す
る
な
ど
、

さ
ら
に
安
全
性
を
高
め
た
ら
ど
う
か
。

答　
そ
の
よ
う
な
こ
と
も
検
討
し
、
横

断
防
止
柵
を
設
置
し
て
安
全
性
を
さ
ら

に
高
め
た
い
。

問　
誘
致
企
業
の
イ
メ
ー
ジ
は
あ
る
か
。

答　
近
隣
と
の
連
携
や
観
光
客
誘
致
な

ど
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る
企
業
を

誘
致
し
た
い
。

要
望　
事
業
の
円
滑
な
進
展
の
た
め
、

地
権
者
に
寄
り
添
っ
た
き
め
細
か
い
説

明
を
し
て
合
意
形
成
を
進
め
て
ほ
し
い
。

二　
東
海
大
学
と
の
連
携
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て

問　
交
流
・
連
携
の
経
緯
と
現
状
、
今

後
の
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
40
年
間
に
わ
た
っ
て
幅
広
い
分
野

で
交
流
・
連
携
を
行
い
、
大
学
の
知
的

財
産
や
学
生
の
活
力
を
ま
ち
づ
く
り
に

生
か
し
て
お
り
、
さ
ら
な
る
提
携
事
業

の
拡
大
・
充
実
を
目
指
し
て
い
る
。

要
望　
市
民
へ
の
周
知
を
積
極
的
に
行

い
、
ま
ち
づ
く
り
や
自
治
会
活
動
、
ス

ポ
ー
ツ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
の
連

携
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ほ
し
い
。

議 会 の 動 向
○９月
 11日(月) ・議員協議会・議案送付
 14日(木) ・代表者会議
 19日(火) ・市議会第３回定例月会議開会 【傍聴者数４人】
  ・代表者会議・議会運営委員会
  ・追加議案送付
 21日(木) ・総務常任委員会
  ・文教福祉常任委員会・環境都市常任委員会
  ・本会議（議案審議） 【傍聴者数１人】
  ・予算決算常任委員会・代表者会議
 26日(火) ・予算決算常任委員会（総括質疑・歳入の質疑）

【傍聴者数４人】
  ・議会運営委員会・議会報編集委員会
 27日(水) ・ 予算決算常任委員会（令和４年度決算・総務分科

会）
 28日(木) ・ 予算決算常任委員会（令和４年度決算・文教福祉

分科会） 【傍聴者数１人】
 29日(金) ・ 予算決算常任委員会（令和４年度決算・環境都市

分科会） 【傍聴者数１人】
○10月
 ３日(火) ・総務常任委員会 【傍聴者数３人】
 ４日(水) ・文教福祉常任委員会 【傍聴者数６人】
  ・ 予算決算常任委員会（補正予算・文教福祉分科会）
 ５日(木) ・環境都市常任委員会
  ・ 予算決算常任委員会（補正予算・環境都市分科会）
 10日(火) ・本会議（一般質問） 【傍聴者数47人】
  ・代表者会議
 11日(水) ・本会議（一般質問） 【傍聴者数28人】
 12日(木) ・本会議（一般質問） 【傍聴者数29人】
  ・追加議案送付
 17日(火) ・議会運営委員会・予算決算常任委員会
  ・市議会第３回定例月会議閉会 【傍聴者数１人】
　  ・代表者会議・臨時議員連絡会
  ・議会運営委員会・議会報編集委員会
 18日(水) ・秦野市伊勢原市環境衛生組合議会第３回定例会
 23日(月) ・代表者会議
○11月
 ６日(月) ・代表者会議
 15日(水) ・議会報編集委員会
 16日(木) ・代表者会議・議員連絡会・議員研修会

況
に
つ
い
て

問　
組
合
設
立
に
重
要
と
な
る
本
同
意

の
具
体
的
な
取
得
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
８
月
末
時
点
は
約
４
割
で
あ
っ
た

が
、
９
月
に
入
り
約
７
割
の
本
同
意
書

を
取
得
し
、
本
同
意
の
権
利
数
と
面
積

が
３
分
の
２
に
達
し
た
の
で
、
組
合
設

立
許
可
申
請
に
進
む
こ
と
に
な
る
。

く
、
国
へ
継
続
し
て
要
望
し
て
い
く
。

三　
国
民
健
康
保
険
税
の
子
ど
も
へ
の

均
等
割
額
に
つ
い
て

問　
国
民
健
康
保
険
は
、
社
会
保
険
と

違
い
、
収
入
の
な
い
子
ど
も
で
あ
っ
て

も
一
律
に
均
等
割
額
が
か
か
っ
て
お
り
、

18
歳
ま
で
は
未
就
労
者
の
均
等
割
を
廃

止
す
べ
き
と
考
え
る
が
見
解
は
ど
う
か
。

答　
子
ど
も
に
係
る
均
等
割
の
う
ち
、

未
就
学
児
は
２
分
の
１
に
軽
減
さ
れ
て

い
る
。
医
療
保
険
制
度
の
公
平
と
子
育

て
支
援
の
観
点
か
ら
、
国
や
県
に
対
し

引
き
続
き
要
望
を
続
け
て
い
く
。

答　
新
し
い
「
ハ
コ
モ
ノ
」
は
建
設
し

な
い
と
い
う
方
針
の
下
、
老
朽
化
し
た

施
設
を
計
画
的
に
更
新
・
長
寿
命
化
す

る
な
ど
の
取
り
組
み
を
進
め
た
結
果
、

ピ
ー
ク
時
に
約
１
６
０
億
円
あ
っ
た
普

通
建
設
事
業
費
が
、
近
年
で
は
30
億
円

か
ら
60
億
円
の
範
囲
で
推
移
し
て
い
る
。

問　
普
通
建
設
事
業
費
の
今
後
の
見
通

し
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
今
後
20
年
間
に
お
い
て
、
公
共
施

設
が
順
次
、
耐
用
年
数
を
迎
え
る
こ
と

か
ら
増
加
す
る
見
込
み
で
あ
る
。

意
見　
普
通
建
設
事
業
費
が
ピ
ー
ク
時

の
約
４
分
の
１
と
な
り
、
随
分
と
寂
し

く
な
っ
た
と
感
じ
る
世
代
と
昔
を
知
ら

な
い
世
代
の
感
覚
の
差
は
大
き
い
が
、

あ
と
10
億
円
、
普
通
建
設
事
業
費
か
ら

子
育
て
施
策
な
ど
に
充
て
る
財
源
を
捻

出
で
き
な
い
の
か
。
今
後
は
市
外
か
ら

人
を
呼
び
込
む
た
め
の
投
資
を
し
て
、

市
税
を
増
や
す
施
策
が
必
要
と
な
る
。

少
子
超
高
齢
化
社
会
に
お
け
る
義
務
的

経
費
の
増
加
は
当
然
で
あ
り
、
普
通
建

設
事
業
費
を
極
力
抑
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
中
で
、
戸
川
土
地
区
画
整

理
事
業
の
約
50
億
円
が
本
市
に
と
っ
て

の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。

戸
川
土
地
区
画
整
理
事
業
の
着
実
な
推
進
と

東
海
大
学
の
知
的
財
産・活
力
の
活
用
を

表
丹
沢
の

魅
力
向
上
拠
点
の
整
備
を

子
育
て
支
援
３
つ
の
ゼ
ロ
円
を

土
木・公
共
事
業
型
財
政
か
ら

子
育
て・教
育・環
境・福
祉
型
財
政
へ
の
転
換

行
政
・
市
民
・
事
業
所
で

一
体
感
の
あ
る
防
火
対
策
を
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公
　
明
　
党
　
　
　
中
村
　
英
仁

一
　
認
知
症
施
策
に
つ
い
て

問　
令
和
５
年
６
月
に
、
共
生
社
会
の

実
現
を
推
進
す
る
た
め
の
認
知
症
基
本

法
が
成
立
し
た
。
認
知
症
施
策
推
進
計

画
の
策
定
は
各
自
治
体
の
努
力
義
務
で

あ
る
が
、
本
市
の
考
え
は
、
ど
う
か
。

答　
国
や
県
、
他
市
の
状
況
を
見
極
め
、

第
10
期
秦
野
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画

・
介
護
保
険
事
業
計
画
と
併
せ
た
策
定

も
含
め
て
、
適
切
な
時
期
に
策
定
で
き

る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

二
　
介
護
人
材
に
つ
い
て

問　
昨
今
、
ど
の
業
界
で
も
人
材
不
足

志
　
政
　
会
　
　
　
風
間
　
正
子

一
　
空
家
対
策
に
つ
い
て

問　
人
口
減
少
社
会
の
中
で
、
本
市
に

お
い
て
も
空
き
家
が
増
え
て
い
く
も
の

と
考
え
る
。
少
し
で
も
空
き
家
を
減
ら

す
た
め
に
は
、
空
き
家
予
備
軍
と
言
わ

れ
る
高
齢
者
単
身
世
帯
な
ど
を
対
象
に

啓
発
活
動
が
必
要
と
考
え
る
が
、
取
り

組
み
は
ど
の
よ
う
か
。　

答　
現
在
、
「
住
ま
い
の
エ
ン
デ
ィ
ン

グ
ノ
ー
ト
」
の
普
及
・
啓
発
に
努
め
て

い
る
。
よ
り
一
層
効
果
的
な
取
り
組
み

と
す
る
た
め
、
令
和
５
年
11
月
に
は
行

政
書
士
会
と
共
同
で
、
空
き
家
の
発
生

予
防
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
を
予
定
し
て
い

る
。

要
望　
今
後
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
関
と

連
携
を
図
り
、
空
き
家
対
策
に
取
り
組

ん
で
ほ
し
い
。

二
　
介
護
予
防
に
つ
い
て

問　
通
い
の
場
は
、
介
護
予
防
に
重
要

で
あ
る
と
考
え
る
。
通
い
の
場
の
立
ち

上
げ
に
対
し
て
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

で
も
支
援
を
実
施
し
て
い
る
た
め
、
本

市
と
協
力
し
て
行
う
こ
と
で
、
よ
り
大

み
ら
い
を
変
え
る
　
大
塚
　
　
毅

一
　
若
者
目
線
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て問　
市
政
運
営
に
生
か
す
た
め
、
※
学

生
団
体
Ｅ
４
や
県
立
秦
野
曽
屋
高
等
学

校
と
懇
談
会
や
意
見
交
換
を
し
て
い
る

が
、
参
加
を
促
進
す
る
た
め
の
取
り
組

創
和
・
市
民
　
　
　
大
野
　
祐
司

一
　
公
共
施
設
再
配
置
計
画
に
つ
い
て

問　
現
在
、
第
２
期
基
本
計
画
の
前
期

実
行
プ
ラ
ン
を
実
施
中
で
あ
る
が
、
前

期
実
行
プ
ラ
ン
に
定
め
た
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
成

果
と
今
後
の
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
大
根
幼
稚
園
の
ひ
ろ
は
た
こ
ど
も

園
へ
の
一
体
化
や
指
定
管
理
者
制
度
の

導
入
な
ど
計
画
に
沿
っ
た
取
り
組
み
を

進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
は
、
学

校
施
設
や
公
民
館
な
ど
に
つ
い
て
、
他

の
施
設
の
機
能
と
複
合
化
を
図
る
た
め
、

部
局
横
断
的
な
検
討
を
進
め
て
い
く
。

無
　
所
　
属
　
　
　
吉
村
　
慶
一

一
　
広
畑
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
の
運
営
に

つ
い
て

問　
広
畑
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
は
平
成
12

年
４
月
に
「
介
護
予
防
施
設
」
と
し
て
、

広
畑
小
学
校
の
空
き
教
室
を
改
装
し
て

オ
ー
プ
ン
し
た
。
改
装
費
用
は
約
２
億

円
で
、
そ
の
全
額
が
国
の
補
助
金
で
あ

る
。
本
来
は
広
畑
小
学
校
区
に
公
民
館

を
建
設
す
る
計
画
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、

公
民
館
を
新
た
に
建
設
す
る
た
め
に
は

土
地
代
約
３
億
円
、
建
設
費
約
７
億
円
、

合
わ
せ
て
約
10
億
円
も
の
費
用
が
見
込

ま
れ
て
い
た
の
に
、
こ
れ
に
対
す
る
補

と
も
に
つ
く
る
　
田
中
　
め
ぐ
み

一
　
医
療
的
ケ
ア
児
と
そ
の
家
族
の
環

境
に
つ
い
て

問　
医
療
的
ケ
ア
児
と
家
族
が
日
常
生

活
を
安
心
し
て
過
ご
す
た
め
、
必
要
な

サ
ー
ビ
ス
の
確
保
に
努
め
て
ほ
し
い
が
、

現
状
把
握
、
学
校
で
の
受
け
入
れ
状
況

や
体
制
整
備
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
現
在
17
人
の
医
療
的
ケ
ア
児
を
把

握
し
て
い
る
。
小
学
校
１
校
で
受
け
入

れ
を
し
て
い
る
が
、
十
分
な
体
制
が
整

っ
て
い
な
い
た
め
、
令
和
３
年
度
か
ら

支
援
体
制
の
検
討
・
協
議
を
開
始
し
た
。

要
望　
支
援
の
拡
充
を
行
い
、
特
に
就

園
・
就
学
時
は
、
子
ど
も
や
保
護
者
の

希
望
に
沿
っ
て
対
応
し
て
ほ
し
い
。

二
　
早
期
療
育
推
進
事
業
に
つ
い
て

問　
こ
と
ば
の
相
談
室
を
利
用
す
る
ま

が
叫
ば
れ
、
と
り
わ
け
介
護
業
界
は
厳

し
い
状
況
で
あ
る
。
以
前
に
も
質
問
し

た
が
、
本
市
独
自
の
人
材
確
保
事
業
が

必
要
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

答　
独
自
の
補
助
制
度
を
導
入
す
る
こ

と
は
、
介
護
人
材
確
保
に
つ
な
が
る
も

の
と
考
え
る
た
め
、
県
や
他
市
が
実
施

し
て
い
な
い
、
差
別
化
が
図
ら
れ
る
施

策
を
調
査
・
研
究
し
て
い
き
た
い
。　

三
　
本
市
の
防
災
に
つ
い
て

問　
令
和
５
年
８
月
20
日
に
、
水
無
川

で
水
難
事
故
が
あ
っ
た
。
本
市
も
局
地

的
豪
雨
へ
の
対
応
が
必
要
と
考
え
る
が
、

迅
速
に
確
実
な
情
報
を
届
け
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
が
あ
る

と
思
う
の
で
、
県
と
検
討
・
協
議
し
て

ほ
し
い
が
、
考
え
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
水
遊
び
シ
ー
ズ
ン
を
中
心
に
、
雷

注
意
報
の
発
令
と
親
水
施
設
警
報
装
置

な
ど
と
の
連
動
や
、
観
測
体
制
の
強
化

に
つ
い
て
県
に
要
望
し
て
い
く
。
提
案

も
参
考
に
し
な
が
ら
、
効
果
的
な
手
法

を
相
談
・
調
整
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

き
な
効
果
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
考

え
る
が
、
ど
う
か
。

答　
令
和
４
年
度
か
ら
、
福
祉
部
と
社

会
福
祉
協
議
会
と
の
連
携
事
業
に
関
わ

る
調
整
会
議
を
開
催
し
て
お
り
、
多
様

で
魅
力
的
な
通
い
の
場
を
展
開
で
き
る

よ
う
、
そ
れ
ぞ
れ
の
知
識
や
経
験
を
生

か
し
、
連
携
を
強
化
し
て
い
く
。

三
　
教
育
相
談
体
制
に
つ
い
て

要
望　
教
育
現
場
で
の
課
題
が
多
様
化
、

複
雑
化
し
て
い
る
た
め
、
子
ど
も
が
抱

え
る
問
題
を
よ
り
早
く
共
有
で
き
る
仕

組
み
を
整
備
し
て
ほ
し
い
。

み
や
、
実
際
に
、
若
者
の
意
見
を
取
り

入
れ
た
事
例
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
イ
ベ
ン
ト
で
の
市
長
と
の
対
談
や
、

た
ば
こ
祭
運
営
委
員
会
へ
の
参
加
で
市

政
の
関
心
に
つ
な
げ
る
取
り
組
み
を
行

っ
た
。
ま
た
、
要
望
の
あ
っ
た
イ
オ
ン

秦
野
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
期
日

前
投
票
所
の
開
設
が
実
現
し
た
。

問　
他
市
で
は
、
若
者
に
対
す
る
担
当

課
を
明
示
す
る
自
治
体
も
あ
る
が
、
本

市
の
見
解
は
ど
の
よ
う
か
。
ま
た
、
組

織
と
し
て
明
確
に
す
べ
き
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

答　
関
係
各
課
で
連
携
し
て
取
り
組
ん

で
い
る
が
、
若
者
か
ら
の
意
見
聴
取
や

市
政
参
画
に
向
け
た
取
り
組
み
に
努
め

る
と
と
も
に
、
他
市
の
実
績
や
成
果
も

情
報
収
集
し
な
が
ら
、
進
め
て
い
く
。

二
　
待
機
児
童
に
つ
い
て

問　
西
地
区
が
他
の
地
区
に
比
べ
て
保

育
需
要
が
高
い
と
聞
く
が
、
本
市
に
お

け
る
保
育
需
要
の
今
後
の
見
通
し
と
取

り
組
み
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
西
地
区
に
お
け
る
保
育
定
員
は
、

令
和
７
年
度
に
０
歳
児
を
除
く
年
齢
層

で
定
員
超
過
が
生
じ
る
と
見
込
ん
で
い

る
た
め
、
市
立
ほ
り
か
わ
幼
稚
園
の
公

私
連
携
幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
化

や
併
せ
て
保
育
環
境
の
整
備
・
保
育
人

材
の
育
成
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

三
　
次
世
代
育
成
ア
カ
デ
ミ
ー
に
つ
い

て

助
金
が
見
込
め
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ

て
、
学
校
校
舎
の
一
部
を
活
用
し
て
、

公
民
館
と
同
等
の
機
能
を
全
額
国
の
補

助
金
で
整
備
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
だ

が
、
公
民
館
で
な
い
こ
と
に
よ
る
デ
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
。
金
目
川
沿
い
の
下
大

槻
、
中
野
、
才
ヶ
分
地
区
に
は
風
水
害

時
に
浸
水
の
想
定
さ
れ
る
場
所
が
あ
る

が
、
広
畑
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
を
、
公
民

館
と
同
様
に
風
水
害
時
の
避
難
所
に
す

で
の
待
機
期
間
中
も
保
護
者
は
不
安
な

状
態
が
続
く
た
め
、
職
員
が
※
ペ
ア
レ

ン
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
学
び
、
支
援
を

し
て
ほ
し
い
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

答　
保
護
者
へ
の
支
援
と
し
て
有
効
な

も
の
と
考
え
る
た
め
、
支
援
体
制
を
見

直
し
て
い
く
。

要
望　
子
育
て
に
関
す
る
助
言
に
と
ど

ま
ら
な
い
支
援
体
制
の
見
直
し
を
し
て

ほ
し
い
。

三
　
児
童
発
達
支
援
施
設
と
放
課
後
等

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

問　
令
和
５
年
８
月
に
市
内
の
事
業
所

で
、
不
正
請
求
と
利
用
者
へ
の
虐
待
が

あ
っ
た
が
、
運
営
や
管
理
の
方
法
、
再

発
防
止
の
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
指
導
監
査
は
県
が
実
施
し
て
い
る

た
め
、
本
市
は
給
付
費
支
給
の
視
点
か

ら
点
検
を
行
っ
て
い
る
。
再
発
防
止
に

向
け
て
は
研
修
会
を
予
定
し
て
い
る
。

問　
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
く
政
策
立
案

は
、
今
後
、
一
層
重
要
に
な
っ
て
い
く

と
考
え
る
。
全
て
の
職
員
が
、
政
策
提

言
を
行
え
る
よ
う
、
人
材
の
育
成
を
進

め
て
い
く
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

答　
中
堅
以
上
の
職
員
を
対
象
に
、
で

き
る
だ
け
多
く
の
職
員
が
政
策
提
言
に

関
わ
れ
る
よ
う
な
機
会
の
創
出
に
つ
い

て
、
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
全
体
を
俯
瞰
的

に
確
認
し
な
が
ら
検
討
す
る
。

る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答　
広
畑
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
や
同
様
の

機
能
が
あ
る
施
設
は
、
避
難
場
所
に
指

定
す
る
こ
と
に
努
め
た
い
。

問　
年
間
の
維
持
管
理
費
に
つ
い
て
、

公
民
館
の
平
均
値
と
広
畑
ふ
れ
あ
い
プ

ラ
ザ
を
比
較
す
る
と
後
者
は
約
３
０
０

万
円
少
な
い
。
こ
の
差
額
を
活
用
し
て
、

広
畑
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
に
、
こ
ど
も
館

や
曲
松
児
童
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
よ
う
な

「
学
習
室
」
機
能
を
も
た
せ
た
り
、
使

用
さ
れ
て
い
な
い
浴
室
を
有
効
利
用
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答　
検
討
し
た
い
。

今
後
、
他
市
の
事
例
の
成
果
な
ど
も
踏

ま
え
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

要
望　
既
存
の
団
体
だ
け
で
な
く
、
行

政
と
し
て
若
者
の
参
画
を
掘
り
起
こ
す

こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
一
つ
一
つ
の
成

功
体
験
の
積
み
上
げ
が
若
年
層
の
政
治

参
画
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
る
。
市

長
を
は
じ
め
、
職
員
、
我
々
議
員
も
秦

野
を
住
み
よ
い
ま
ち
に
し
て
い
く
と
い

う
志
は
同
じ
は
ず
で
あ
る
。
ワ
ン
チ
ー

ム
と
な
り
、
子
ど
も
た
ち
が
秦
野
に
愛

着
を
持
て
る
、
ふ
る
さ
と
を
感
じ
る
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ほ
し
い
。

一
般
質
問
一
般
質
問
は
４
面・

５
面・７
面
に
も
掲
載

（

）

広畑ふれあいプラザ

就学前の児童を対象としたことばの相談室

秦野曽屋高等学校との意見交換会 住まいのエンディングノート

指定管理者制度を導入した
表丹沢野外活動センター

高
齢
者
か
ら
子
ど
も
ま
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
秦
野
の
構
築
を

公
共
施
設
再
配
置
計
画
の

確
実
な
進
展
を
望
む

広
畑
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
の
機
能
を

充
実
せ
よ

住
ま
い
の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
を
活
用
し
た

空
き
家
予
備
軍
へ
の
啓
発
を

障
害
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
の

環
境
改
善
に
つ
い
て

若
者
担
当
課
の
創
設
に
よ
り

若
者
の
意
見
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化

安全に水遊びができる環境整備を

※学生団体Ｅ４… 公益社団法人秦野青年会議所が開催した「秦野高校生議会2018」の参加者有志が中心となって立ち上げた高校生団体。Eager（熱心に）、Enjoy（楽しく）、Effort（努力）、Effect
（影響）の頭文字を表している。

※ペアレントトレーニング…子どもの行動変容を目的に、保護者が褒め方や指示などの具体的な養育スキルの獲得を目指すこと。
用語解説
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高
校
ま
で
の
医
療
費
助
成
の
拡
大
と

学
校
給
食
の
無
償
化
を

子
育
て
支
援
で
負
け
組
と
な
る
な

・

陳
情

意
見
書

保
育
現
場
で
働
く
職
員
の
処
遇
改
善
を

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
券
不
送
付
の

働
き
掛
け
を
求
め
る
陳
情
は
不
採
択

政
党
機
関
紙
の
庁
舎
内
勧
誘
行
為
の

自
粛
を
求
め
る
陳
情
は
不
採
択

投
票
率
向
上
を
目
指
し
た
取
り
組
み
を

令
５
陳
情
第
８
号　
ワ
ク
チ
ン
接
種
券

送
付
に
つ
い
て
中
止
す
る
こ
と
を
求
め

る
陳
情
書

▼
願　
意

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
券
の
不
送
付
へ
と
働

き
掛
け
を
す
る
こ
と
、
ま
た
、
審
議
結

果
に
か
か
わ
ら
ず
、
議
会
だ
よ
り
に
陳

情
書
全
文
を
載
せ
る
働
き
掛
け
を
し
て

ほ
し
い
。

▼
付
託
委
員
会　
　
　

　

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
審
査
状
況

　

委
員
会
と
し
て
は
「
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
券
送
付
に
つ
い
て
は
、
予
防

接
種
法
に
基
づ
い
て
お
り
、
市
町
村
の

役
割
は
、
住
民
に
対
し
て
の
情
報
提
供

令
５
陳
情
第
10
号　
政
党
機
関
紙
の
庁

舎
内
勧
誘
行
為
の
自
粛
を
求
め
る
陳
情

▼
願　
意

　

庁
舎
内
管
理
規
則
に
定
め
ら
れ
て
い

る
事
項
を
厳
守
し
、
住
民
の
大
切
な
個

人
情
報
を
預
か
る
執
務
室
内
に
許
可
な

く
立
ち
入
り
、
政
党
機
関
紙
の
勧
誘
・

配
達
・
集
金
が
行
わ
れ
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
。
庁
舎
内
の
政
治
的
中
立
性
へ

の
疑
念
を
払
拭
す
る
た
め
に
、
自
主
的

に
読
み
た
い
人
は
自
宅
を
配
達
先
と
す

る
旨
を
職
員
に
通
達
す
る
な
ど
、
指
導

を
徹
底
す
る
こ
と
。
ま
た
、
職
員
が
庁

舎
内
で
政
党
機
関
紙
の
勧
誘
を
さ
れ
た

り
、
そ
の
際
に
心
理
的
な
圧
力
を
感
じ

た
と
い
う
実
態
が
本
当
に
な
い
の
か
ど

う
か
を
、
職
員
に
寄
り
添
っ
て
調
査
・

確
認
し
て
ほ
し
い
。

令
５
陳
情
第
13
号　
投
票
率
向
上
を
目

指
し
た
啓
発
活
動
の
推
進
を
期
す
る
陳

情

▼
願　
意

　

投
票
率
向
上
を
目
指
し
た
啓
発
活
動

を
推
進
し
て
ほ
し
い
。

▼
付
託
委
員
会

　

総
務
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
審
査
状
況

　

委
員
会
と
し
て
は
「
選
挙
管
理
委
員

会
事
務
局
に
お
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
投

票
の
啓
発
活
動
を
推
進
し
た
が
、
今
回

の
市
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
率
向
上
に

結
び
付
か
な
い
結
果
と
な
っ
た
。
投
票

率
向
上
を
目
指
す
に
は
、
啓
発
の
み
で

は
な
く
、
主
権
者
教
育
や
郵
便
投
票
な

ど
投
票
し
や
す
い
環
境
整
備
の
充
実
に

つ
い
て
も
考
慮
し
た
上
で
、
採
択
す
べ

き
も
の
で
あ
る
。
」
と
の
意
見
を
付
し

た
。

▼
本
会
議
で
の
賛
成
討
論

　

先
進
事
例
な
ど
を
参
考
に
啓
発
活
動

答　
今
後
は
従
来
の
取
り
組
み
に
加
え
、

令
和
５
年
11
月
に
開
設
予
定
の
産
科
有

床
診
療
所
に
お
い
て
「
宿
泊
型
産
後
ケ

ア
」
が
実
施
で
き
る
よ
う
、
現
在
、
事

業
者
と
調
整
を
進
め
て
い
る
。

要
望　
県
西
部
で
も
比
較
的
人
気
の
高

い
厚
木
市
や
平
塚
市
で
も
イ
ン
パ
ク
ト

の
あ
る
子
育
て
支
援
策
を
打
ち
出
し
て

い
る
。
子
育
て
支
援
は
本
来
、
国
で
実

施
す
る
こ
と
だ
と
い
う
こ
と
は
理
解
し

て
い
る
が
、
国
の
施
策
が
動
く
ま
で
、

近
隣
で
足
並
み
を
そ
ろ
え
ら
れ
な
い
と

負
け
組
と
な
る
。
リ
カ
バ
リ
ー
が
で
き

な
い
ほ
ど
の
負
け
組
と
な
ら
な
い
よ
う

に
し
て
ほ
し
い
。

　

本
会
議　

 

採　

択
（
賛
成
全
員
）

委
員
会
提
出
議
案
第
２
号　
保
育
所
等

保
育
施
設
の
職
員
配
置
基
準
改
善
を
求

め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

▼
要　
旨

　

保
育
士
の
保
育
施
設
配
置
基
準
を
※

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
先
進
国
並
み
の
配
置
基
準
に

改
善
し
、
保
育
士
の
増
員
を
図
る
こ
と

や
、
処
遇
改
善
を
行
い
、
労
働
者
の
標

準
的
な
年
収
を
確
保
す
る
た
め
の
予
算

措
置
を
す
る
こ
と
、
お
よ
び
非
正
規
職

員
の
正
規
化
や
雇
用
安
定
を
促
す
た
め

の
支
援
策
を
求
め
る
こ
と
な
ど
に
つ
い

て
、
国
に
意
見
書
を
提
出
す
る
も
の
。

▼
採
決
の
結
果

　

本
会
議　

 

原
案
可
決
（
賛
成
全
員
）

創
和
・
市
民　
　
　
阿
蘇　
佳
一

一　
子
ど
も
の
命
と
未
来
に
つ
い
て

問　
物
価
高
騰
な
ど
、
子
育
て
世
帯
の

生
活
に
暗
い
影
を
落
と
し
て
い
る
今
こ

そ
、
①
小
児
医
療
費
助
成
の
高
校
生
ま

で
の
拡
大
は
、
②
小
・
中
学
校
の
給
食

費
の
無
償
化
は
、
③
令
和
４
年
に
大
麻

の
所
持
や
譲
渡
で
摘
発
し
た
４
７
１
人

の
う
ち
30
歳
未
満
が
約
73
％
、
高
校
生

は
23
人
だ
が
、
対
策
は
、
ど
う
か
。

答　
①
厚
木
市
な
ど
９
市
が
実
施
、
平

塚
市
と
南
足
柄
市
は
令
和
５
年
度
中
、

６
年
度
は
相
模
原
市
、
藤
沢
市
、
小
田

原
市
が
拡
大
、
十
分
な
議
論
を
重
ね
検

討
す
る
。
②
無
償
化
の
費
用
は
約
６
億

円
、
子
育
て
支
援
と
し
て
検
討
す
る
。

③
小
・
中
学
校
20
校
で
の
講
演
会
な
ど

継
続
的
に
粘
り
強
く
取
り
組
む
。

二　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
対
策
に
つ
い

て問　
新
型
コ
ロ
ナ
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

が
同
時
に
流
行
し
て
い
る
。
本
市
の
新

型
コ
ロ
ナ
の
、
①
最
新
の
感
染
情
報
は
、

②
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
状
況
は
、
ど
う
か
。

創
和
・
市
民　
　
　
八
尋　
伸
二

一　
都
市
間
競
争
に
つ
い
て

問　
都
市
間
競
争
の
激
化
は
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
り
各
自
治
体
の

サ
ー
ビ
ス
を
容
易
に
比
較
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
だ
と
言
わ

令
５
陳
情
第
９
号　
保
育
所
等
保
育
施

設
の
職
員
配
置
基
準
改
善
を
求
め
る
意

見
書
を
国
に
提
出
す
る
こ
と
を
求
め
る

陳
情
書

▼
願　
意

　

保
育
施
設
の
配
置
基
準
を
引
き
上
げ
、

保
育
士
の
増
員
を
図
る
こ
と
。
保
育
施

設
な
ど
の
職
員
の
処
遇
を
改
善
し
、
標

準
的
な
労
働
者
の
年
収
を
確
保
す
る
た

め
の
予
算
措
置
を
す
る
こ
と
。
ま
た
、

正
規
職
員
と
し
て
の
就
労
を
希
望
す
る

非
正
規
職
員
の
正
規
化
や
雇
用
安
定
を

促
す
た
め
の
支
援
策
を
講
じ
る
こ
と
。

公
定
価
格
を
引
き
上
げ
、
保
育
現
場
で

働
く
全
て
の
職
員
の
処
遇
改
善
を
図
る

こ
と
に
つ
い
て
国
に
意
見
書
を
提
出
し

て
ほ
し
い
。

▼
付
託
委
員
会

　

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

答　
①
一
医
療
機
関
当
た
り
の
新
規
感

染
者
は
８
月
28
日
か
ら
９
月
３
日
ま
で

の
週
は
16
・
６
人
と
急
増
し
た
が
、
現

時
点
で
は
減
少
傾
向
。
②
６
回
目
の
接

種
率
は
65
歳
以
上
で
約
66
％
、
秋
開
始

の
７
回
目
は
25
％
と
な
っ
て
い
る
。

三　
多
種
多
様
な
自
然
災
害
に
つ
い
て

問　
東
京
都
は
防
災
の
取
り
組
み
で
災

害
が
４
割
減
少
し
た
が
、
首
都
直
下
地

震
の
本
市
の
被
害
想
定
は
ど
う
か
。

答　
人
的
被
害
は
死
者
20
人
、
建
物
被

害
は
全
壊
３
０
０
棟
、
半
壊
２
８
４
０

棟
、
焼
失
30
棟
と
さ
れ
て
い
る
。

れ
て
い
る
。
現
在
、
子
育
て
支
援
策
の

充
実
に
よ
り
転
入
超
過
が
続
く
兵
庫
県

明
石
市
の
取
り
組
み
状
況
に
つ
い
て
、

本
市
は
ど
の
よ
う
に
感
じ
て
い
る
の
か
。

答　
少
子
化
が
進
み
、
よ
り
一
層
の
子

育
て
支
援
が
求
め
ら
れ
、
そ
の
取
り
組

み
が
都
市
間
競
争
と
な
っ
て
い
る
こ
と

は
認
識
し
て
い
る
。
本
市
は
地
域
性
や

子
育
て
世
代
の
ニ
ー
ズ
な
ど
を
把
握
し
、

そ
の
効
果
な
ど
を
分
析
し
た
上
で
子
育

て
世
代
が
抱
え
る
不
安
や
困
り
事
の
解

消
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
を
実
施
し
、

安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
環
境
づ
く
り

の
推
進
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

問　
市
民
の
幸
福
度
ア
ッ
プ
と
し
て
、

今
後
は
、
ど
の
程
度
の
子
育
て
支
援
を

予
定
し
て
い
る
の
か
。

▼
委
員
会
で
の
審
査
状
況

　

委
員
会
と
し
て
は
「
子
育
て
支
援
の

観
点
か
ら
も
、
保
育
施
設
の
職
員
配
置

基
準
改
善
は
必
要
な
内
容
で
あ
り
、
現

在
、
本
市
に
お
い
て
も
、
現
場
の
ニ
ー

ズ
に
基
づ
い
た
制
度
と
な
る
よ
う
、
国

や
県
に
対
し
て
要
望
し
て
い
る
こ
と
、

ま
た
、
こ
ど
も
未
来
戦
略
方
針
の
中
に
、

保
育
士
の
処
遇
改
善
に
つ
い
て
盛
り
込

ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
採
択
し
、
国

に
意
見
書
を
提
出
す
べ
き
で
あ
る
。
」

と
の
意
見
の
一
致
を
見
た
。

▼
本
会
議
で
の
賛
成
討
論

　

離
職
者
が
多
く
、
新
規
採
用
者
が
少

な
い
現
状
な
ど
を
考
え
る
と
、
保
育
士

の
増
員
、
職
員
の
処
遇
改
善
は
不
可
欠

で
あ
る
と
考
え
る
た
め
、
賛
成
す
る
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

 

採　

択
（
賛
成
全
員
）

を
行
い
、
さ
ら
に
投
票
し
や
す
い
環
境

を
整
え
る
こ
と
は
、
投
票
率
向
上
に
必

要
で
あ
る
と
考
え
る
た
め
、
賛
成
す
る
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

 

採　

択
（
賛
成
全
員
）

　

本
会
議　

 

採　

択
（
賛
成
全
員
）

や
通
知
発
送
を
行
い
、
相
談
に
応
じ
る

こ
と
で
あ
る
た
め
、
市
独
自
で
接
種
券

の
送
付
を
中
止
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

ま
た
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
希
望
者
に
等
し

く
機
会
を
与
え
る
た
め
に
、
通
知
を
す

る
こ
と
、
さ
ら
に
、
す
で
に
本
事
業
が

終
了
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
不
採
択
す

べ
き
で
あ
る
。
」
と
の
意
見
の
一
致
を

見
た
。

▼
本
会
議
で
の
反
対
討
論

　

接
種
券
を
送
付
し
な
い
こ
と
に
よ
り

接
種
す
る
機
会
を
失
う
人
が
い
る
た
め
、

反
対
す
る
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

 

不
採
択
（
賛
成
な
し
）

　

本
会
議　

 

不
採
択
（
賛
成
な
し
）

▼
付
託
委
員
会

　

総
務
常
任
委
員
会

▼
委
員
会
で
の
審
査
状
況

　

委
員
会
と
し
て
は
「
職
員
か
ら
、
パ

ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
あ
る
い
は
苦
情
な

ど
の
意
見
を
確
認
で
き
て
い
な
い
が
、

節
度
あ
る
行
動
を
と
る
の
は
、
議
員
と

し
て
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
市

民
の
負
託
を
受
け
た
議
員
は
、
市
民
の

誤
解
を
招
く
こ
と
が
な
い
よ
う
、
慎
重

に
行
動
す
べ
き
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
に

反
し
た
場
合
、
是
正
す
べ
き
で
あ
る
。」

と
の
意
見
を
付
し
た
。

▼
本
会
議
で
の
賛
成
討
論

　

庁
舎
内
で
の
政
党
機
関
紙
の
配
達
な

ど
、
不
適
切
な
庁
舎
管
理
や
使
用
に
よ

り
、
市
民
に
不
信
感
を
与
え
る
恐
れ
が

あ
る
と
考
え
る
た
め
、
賛
成
す
る
。

▼
本
会
議
で
の
反
対
討
論

　

政
党
機
関
紙
の
購
読
を
働
き
掛
け
る

行
為
は
、
憲
法
に
保
障
さ
れ
る
政
治
活

動
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
る
た
め
、
反

対
す
る
。

▼
採
決
の
結
果

　

委
員
会　

 

不
採
択
（
賛
成
な
し
）

　

本
会
議　

 

不
採
択
（
賛
成
少
数
）

子育て支援のさらなる充実を

『マチイロ』で
議会だよりが読めます
　スマートフォンやタブレッ
ト端末で手軽に読めるアプリ
「マチイロ」で議会だよりを
配信しています。ぜひご利用
ください。
 ※ アプリのダウンロード
は無料でできますが、
通信費は利用者負担と
なります。

ダウンロードはこちらから ▼

学校給食の無償化を



無所属議員の原聡議員が、令和５年 10月 20日にともにつくる秦野
に入会しました。
これにより、ともにつくる秦野の所属議員は４人となりました。

会
変
派
更 詳しくは

こちら➡

はだの議会だより 令和 5 年（2023 年）11 月 19 日（日）  第 250 号〘8〙

◆次回の議会だより（令和６年２月中旬の日曜日発行予定）は、第４回（12月）定例月会議の概要などをお知らせします。

＜第３回（９月）定例月会議の審議結果一覧表＞ ○：賛成　　●：反対　　退：退席

広告

広告

※会議の日程や時刻は変更することがあります。
※議案発送は、11月22日(水)の予定です。

11月 27日（月）午 前 ９ 時 30 分 議会運営委員会
30日（木）午 前 ９ 時 本会議（開会（開議）・提案説明）

12月 ４日（月） 〃 議案審議
本 会 議 終 了 後 議会運営委員会

 ６日（水）午 前 ９ 時 30 分 総務常任委員会
総務常任委員会閉会後 予算決算常任委員会（補正予算：総務分科会）

 ７日（木）午 前 ９ 時 30 分 文教福祉常任委員会
文教福祉常任委員会閉会後 予算決算常任委員会（補正予算：文教福祉分科会）

８日（金）午 前 ９ 時 30 分 環境都市常任委員会
環境都市常任委員会閉会後 予算決算常任委員会（補正予算：環境都市分科会）

11日（月）午 前 ９ 時 30 分 議会運営委員会
12日（火）午 前 ９ 時 本会議（一般質問）
13日（水） 〃 本会議（一般質問）
14日（木） 〃 本会議（一般質問）
19日（火）午 前 ９ 時 議会運営委員会

午 前 ９ 時 45 分 予算決算常任委員会（座長報告・委員会採決等）
常任委員会閉会後 本会議（委員長報告・議案審議・閉会（散会））
本 会 議 終 了 後 議会運営委員会
議会運営委員会終了後 議会報編集委員会

詳しくは
こちら

第４回（12月）定例月会議日程

区
分

議案等
番号

議　案　等　名
（議案などの資料は、秦野市議会ホームページでご覧いただけます。）

採
決
の
結
果

志政会 創和会・
市民クラブ 公明党 ともに

つくる秦野
みらいを
変える 無所属

小
菅
基
司

高
橋
文
雄

風
間
正
子

川
口
　
薫

今
井
　
実

相
原
　
學

福
森
真
司

横
溝
泰
世

阿
蘇
佳
一

大
野
祐
司

八
尋
伸
二

小
山
田
良
弘

中
村
英
仁

横
山
む
ら
さ
き

間
地
　
薫

古
木
勝
久

桑
原
昌
之

田
中
め
ぐ
み

大
塚
　
毅

中
村
知
也

吉
村
慶
一

伊
藤
大
輔

原
　
　
聡

石
川
　
潤

市
長
提
出
議
案

第 3 5 号 令和４年度秦野市一般会計歳入歳出決算の認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議
長
（
※
採
決
に
は
加
わ
り
ま
せ
ん
）

○ ● ● ● ○ ○ ○ ● ○ ●要旨：２・３ページに詳細を掲載
第 3 6 号 令和４年度秦野市水道事業会計利益剰余金の処分及び決算の認定について 可決

認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●要旨：２・３ページに詳細を掲載
第 3 7 号 令和４年度秦野市公共下水道事業会計利益剰余金の処分及び決算の認定について 可決

認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●要旨：２・３ページに詳細を掲載
第 3 8 号 令和４年度秦野市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 退要旨：２・３ページに詳細を掲載
第 3 9 号 令和４年度秦野市介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●要旨：２・３ページに詳細を掲載
第 4 0 号 令和４年度秦野市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 退要旨：２・３ページに詳細を掲載
第 4 1 号 秦野市放課後児童ホームに関する条例の一部を改正することについて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○要旨：１ページに詳細を掲載

第 4 2 号
秦野市火災予防条例の一部を改正することについて

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○要旨：対象火気設備等の位置、構造及び管理並びに対象火気器具等の取扱いに関する条例の
制定に関する基準を定める省令の一部を改正する省令が令和５年５月31日に公布されたこと
に伴い、蓄電池設備の運用について、全国統一的な基準に改めるもの

第 4 3 号 不動産（建物）の無償譲渡について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ●要旨：１ページに詳細を掲載

第 4 4 号
市道の認定について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ●要旨：都市計画道路菩提横野線の整備事業並びに新東名高速道路の建設、寄附や開発行為に
よる移管に伴い、27号線ほか24路線について市道と認定するもの

第 4 5 号 市道の廃止について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○要旨：新東名高速道路の建設に伴い、市道戸川112号線について、市道を廃止するもの

第 4 6 号
市道の変更について

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○要旨：新東名高速道路の建設に伴い、市道菩提44号線ほか4路線について、市道の起終点を
変更するもの

第 4 7 号
令和５年度秦野市一般会計補正予算（第５号）を定めることについて

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 退要旨：国民健康保険事業特別会計操出金など3事業に歳入歳出それぞれ３億8,032万２千円を
追加するもの

第 4 8 号 令和５年度秦野市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）を定めることについて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○要旨：財政調整基金積立金に３億６,410万６千円を積み立てるもの

第 4 9 号
令和５年度秦野市介護保険事業特別会計補正予算（第１号）を定めることについて

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○要旨：令和４年度繰越金のうち、介護保険給付費等準備基金に１億7,824万円積み立てると
ともに、精算による過年度分返還金として、国庫支出金分8,964万９千円、県支出金分40
万４千円をそれぞれ追加するもの

第 5 0 号
秦野市監査委員の選任について

同意要旨：中村良典委員が令和５年８月31日をもって辞職したことに伴い、後任に宮村慶和氏を
選任するもの

第 5 1 号
秦野市教育委員会の委員の選任について

同意要旨： 山惠一委員の任期が令和５年10月７日で満了することに伴い、後任に内田晴久氏を
選任するもの

第 5 2 号
秦野市固定資産評価審査委員会の委員の選任について

同意要旨：染谷武彦委員の任期が令和５年９月30日に満了することに伴い、後任に鈴木次良氏を
選任するもの

第 5 3 号
秦野市監査委員の選任について

同意要旨：横溝泰世委員の任期が令和５年９月10日に満了することに伴い、後任に今井実議員を
選任するもの

陳
情

令５陳情
第 ８ 号

ワクチン接種券送付について中止することを求める陳情書 不採択 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

議
長

● ● ● ● ● ● ● ● ● ●願意：７ページに詳細を掲載
令５陳情
第 ９ 号

保育所等保育施設の職員配置基準改善を求める意見書を国に提出することを求める陳情書 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○願意：７ページに詳細を掲載
令５陳情
第１０号

政党機関紙の庁舎内勧誘行為の自粛を求める陳情 不採択 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ●願意：７ページに詳細を掲載
令５陳情
第１１号

従来型（紙）健康保険証の存続を求める意見書提出の陳情
審査未了

審査未了…�委員会に付託された案件が、審査期間中に採決に至らず、
審査の継続も行わないもの

願意：国に対し、従来型（紙）健康保険証の存続を求めることについて、国に意見書を提出
するもの

令５陳情
第１２号

現行の（紙の）健康保険証の存続を求める陳情
審査未了願意：2024年秋に現行の（紙の）健康保険証を廃止する政府決定を見直し、健康保険証の存

続を求めることについて、国に意見書を提出するもの
令５陳情
第１３号

投票率向上を目指した啓発活動の推進を期する陳情 採択 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○議
長
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○願意：７ページに詳細を掲載

委
員
会

提
出
議
案
第 ２ 号 保育所等保育施設の職員配置基準改善を求める意見書の提出について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○要旨：７ページに詳細を掲載
報告案件
（３件） 専決処分の報告（物損事故に係る損害賠償）／令和４年度秦野市公共下水道事業会計継続費精算報告書／令和４年度秦野市健全化判断比率及び資金不足比率について


